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身にしみて 物 を 思へ と 夏の 夜の 蛍 ほの 

かに 青 引きて とぶ (晶子) 

源氏の 現在の 地位 はき わめて 重い がもう 廷臣と して 

の 繁忙 もこ こまで は 押し寄せて 来ず、 のどかな 余裕の 

ある 生活が できる のであった から、 源氏 を 信頼して 来 

た 恋人た ちに も それぞれ 安定 を 与える ことができた。 

こ 、， はんもん 

しかも 対の 姫君 だけ は 予期せ ぬ 煩悶 をす る 身に な つ て 

いた。 大 夫の 監の 恐ろしい 懸想と はいつ しょに ならぬ 

にもせ よ、 だれも 想像す る ことのない 苦しみが 加えら 



玉鬟 はすぐ に、 

声 はせ で 身 をのみ こがす 蛍 こそ 言 ふより まさる 思 

ひな るら め 

と はかない ふうに 言った だけで、 また 奥の ほうへ は 

1 つと ラと 

いってし まった。 宫は 疎々 しい 待遇 を 受ける というよ 

うな 恨み を 述べて おいでになった。 あまり 好色ら しく 

思わせた くないと 宫は 朝まで はおいで にならずに、 軒 

の I 卞の 冷たく かかる のに 濡れて、 暗い うちにお 帰り 

ほととぎす 

になった。 杜鵑な ど はきつ と 鳴いた であろうと 思わ 



る宫 はお 思いに な つたよう であ つ た。 

くすだま 

今日は 美しく 作った 薬玉な どが 諸方 面から 贈られて 

来る。 不幸だった ころと 今と が こんな ことに も 比較 さ 

たま かずら 

れて 考えられる 玉鬟 は、 この 上で きるならば 世間の 

悪名 を 負わずに 済ませたい とも つ ともな こと を 願つ て 

ヽ to 

レ / 

はなちる さと 

源氏 は 花 散 里 夫人 の 所へ も 寄った。 

「中将が 左 近衛 府の 勝負の あとで 役所の 者 を 皆 つれて 

来る と 言つ てました から その 用意 をして おくので すね _ 

まだ 明るい うちに 来る でしよう。 私 は 何も 麗々 しく 扱 

おうと 思って いなかった 姫君の こと を、 若い 親王が た 



女な どが 見物に 来て いて、 廊の 戸に 御簾が 青 やかに 懸 

キ J ちょ う 

け 渡され、 はなやかな 紫 ぼかしの 几帳がず つと 立てら 

れた所 を、 童女 や 下 仕えの 女房が 行き来し ていた。 

しょうぶ あこめ うす あ い 

菖蒲 重ねの 柏、 薄 藍色の 上着 を 着た のが 西の 対の 童 

ものな 

女であった。 上品に 物 馴れたの が 四 人 来て いた。 下 仕 

え は樗の 花の 色の ぼかしの 裳に 撫子 色の 服、 若葉 色 

からぎ ぬ こむらさき 

の 唐衣な ど を 装うて いた。 こちらの 童女 は 濃紫 に撫 

かざみ 

子 重ねの 汗轸 などで おおような 好みで ある。 双方と も 

相手に 譲る もので ない という ふうに 気 ど つてい るの が 

おもしろく 見えた。 若い 殿上 役人な ど は 見物 席の ほう 

に 心の 惹 かれる ふう を 見せて いた。 午後 一 一時に 源氏 は 



さ こ ん え ふ とねり 

もよ く 見えなかった。 左 近衛 府の舎 人た ちへ は 等差 を 

てんとう 

つけて いろいろな 纏頭が 出された。 ずっと 深更に なつ 

てから 来賓 は 退散した ので ある。 源氏 は 花 散 里の ほう 

に 泊まる のであった。 いろいろな 話が 夫人と かわされ 

た。 

「 兵 部 卿 の宮 はだれ よりも ご りっぱな よう だ。 御 容貌 

など はよ ろしくな いが、 身の 取りな しな どに 高雅 さと 

あいきよ-つ 

愛嬌の ある 方 だ。 そのほか はよ いと 言われて いる 人 

たちに も 欠点が いろいろ ある」 

「あなたの 弟 様で も あの方の ほうが 老けて お見えにな 

ります ね。 こちらへ 古くから よくお いでに なると 聞い 



てい ましたが、 私 はずつ と 昔に 御所で 隙 見 をして お 知 

きょ う 

リ 申し上げ ている だけです から、 今日お 顔 を 見て、 そ 

そつ 

のころ よりきれ いに おなりに なった と 思いました。 帥 

の 宮様 はお 美しい ようで も 品が およろ しくなくて 王様 

と いうく らいに しか お見えにな りませんでした」 

この 批評の 当たって いる こと を 源氏 は 思った が、 た 

ま rh" え 

だ 微笑んで いただけであった。 花 散 里 夫人の 批評 は 他 

の 人た ちに も 及んだ ので あるが、 よいと も 悪い とも 自 

身の 意見 を 源氏 は 加えようと しないの である。 難 をつ 

けられる 人と か、 悪く 見られて いる 人と かに 同情す る 

癖が あつたから。 右 大将の こと を 深味の あるよう な 人 



うそ 

れば 退屈 は 紛れないだろう ね。 この 噓 ごとの 中に ほん 

とうの ことら しく 書かれて あると ころ を 見て は、 小説 

であると 知りながら 興奮 を させられ ますね。 可憐な 姫 

君が 物思い をして いると ころな ど を 読む とちよ つ と 身 

にしむ 気 もす る ものです よ。 また 不自然な 誇張が して 

あると 思いながら つり 込まれて しまう こと も あるし、 

またまず い 文章 だと 思いながら おもしろさが ある 個所 

にある こと を 否定で きないよ うなの も あるよう です ね。 

^ J の， > J ろ あちら の 子供が 女房な どに 時々 読ませて い る 

の を 横で 聞いて いると、 多弁な 人間が ある もの だ、 噓 

じょうず な 

を 上手に 言い 馴れた 者が 作る の だとい う 気がし ますが、 



そうじゃありません か」 

と 一一 一一 n うと、 

「そうで ございま すね。 噓を 言い 馴れた 人が いろんな 

想像 をして 書く もので ございま しょうが、 けれど、 ど 

うしても ほんとう としか 思われな いので ございます 

よ」 

たま かずら すず リ 

こう 言いながら 玉鬟 は 硯 を 前へ 押し やった。 

「不風流に 小説の 悪口 を 言って しまい ましたね。 神代 

にほんぎ 

以来 この 世であった ことが、 日本 紀 など は その 一部分 

に 過ぎなくて、 小説の ほうに 正確な 歴史が 残って いる 

のでしょう」 



とよく 話して いた。 中 ほどに は 忘れて いもした ので 

あるが、 他人が すぐれた ふうに 娘 を かしずく 様子 を 見 

ると、 自身の 娘が どれ も 希望 どおりに ならなかった こ 

とで 失望 を 感じる ことが 多くな つ て、 近 ごろ は 急に 別 

れた 女の子 を 思うよう になった ので ある。 ある 夢を見 

じょ-つず 

た 時に、 上手な 夢占い をす る 男 を 呼んで 解かせて みる 

と、 

「長い間 忘れて おいでになった お子さんで、 人の子に 

な つてい らっしゃる 方のお 知らせ をお 受けに なるとい 

うような こと は ございま せんか」 

と 言った。 
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